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縞状鉄鉱床の形成で最古の有機炭素を生成した機構
The mechanism that had formed the oldest organic carbon with the banded ironstone for-
mations
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M. T. Rosingは約 38億年前の縞状鉄鉱床が形成された時期に生成された西グリーンランドの堆積岩の中に最古の有機
炭素を検出したと報告した [1]。その報告によれば、その堆積岩に含まれた 2˜5μのグラファイトの微粒子の炭素同位体
比 (12C/13C)の値が無機炭素のそれより大きい。ところが、連鎖反応を行う分子のシステムにより実現している光合成に
よって最古の有機炭素が生成されたとすることはできない。本報告において、著者は縞状鉄鉱床の形成によって生成さ
れた浮遊物に 12Cが少し多く取り込まれた仕組みを提案する。
　炭酸水に鉄の微粉末を加えると、写真 1に示すような現象が観察できる。水底の鉄の微粒子の表面に気泡ができて、

その気泡が鉄の微粒子を水底から水面に浮上させる。炭素の電気陰性度は水素より大きいので、鉄の酸化によって、炭
酸水の CO2から酸素が取り除かれる。自由になった炭素原子は電気陰性度のために鉄と分子間力で結びつき、浮遊物が
できる [2]。浮遊物の鉄の原子は酸素と結合して酸化鉄となり、自由になった炭素原子が浮遊物の分子間結合を増強し、
外界のエネルギーを得て有機物質が生成される。
　約 38億年前の地球の表面は酸化物や硫化物や炭酸塩などで覆われており、大気には多くの二酸化炭素ガスがあった

が、海ができ、その海水温度もある程度の温度以下になり、大気中の二酸化炭素が海水に溶けるようになっていた。その
ような状況において火山の噴火が頻繁に発生して多量の鉄の微粒子が放出されて、縞状鉄鉱床が形成された。他方、大
気中の二酸化炭素の分子が頻繁に水面に衝突した。それが、分子間結合で構成された浮遊物に含まれた。浮遊物は水面
で累積される。そこに、紫外線等によるエネルギーが外部から供給されて、浮遊物の中で有機分子の組織も形成された。
やがて、それらが海底に沈殿して堆積した。こうして、大気の二酸化炭素に由来す 12C炭素同位体が西グリーンランド
の堆積岩に取り込まれた。
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[写真 1]炭酸水に鉄の微粉末を加えると気泡が発生し浮遊物ができて集積される様子 (左:作りおいた古いメッシュ#300
の鉄の微粉末、中央:作って新しいメッシュ#300の鉄の微粉末、右:やや粒が大きいメシュ#200の鉄の粉末)
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